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た
こ
と
が
推
測
で
き
う
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
先
に
引
用
し
た
譬
喩
者
の
例
は
、
内
容
的
に
北
伝
仏
教
に
於
け
る
上
座
部
、
大
衆
部
の
根
本
分
裂
を
引
き
起
こ
し
た
と
伝
説
さ
れ
る
大
天
の
説
話
に
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
周
知
の
如
く
、
大
毘
婆
沙
論
第
九
十
九
巻
引
用
の
因
縁
は
、
マ
ト
ゥ
ー
ラ
国
の
商
主
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
大
天
が
、
父
の
留
守
に
母
と
交
わ
り
、
母
と
共
に
父
を
殺
し
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
逃
れ
た
後
、
故
郷
の
比
丘
に
逢
い
、
露
顕
を
恐
れ
こ
の
比
丘
も
殺
し
、
さ
ら
に
母
が
他
の
者
と
交
わ
っ
た
の
を
見
て
、
こ
の
母
も
殺
し
た
。
こ
の
結
果
、
仏
教
に
帰
依
、
阿
羅
漢
と
し
て
〃
大
天
の
五
事
"
を
説
い
た
の
で
、
当
時
の
仏
教
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
上
座
部
、
大
衆
部
の
根
本
分
裂
の
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
天
の
母
が
、
大
天
に
と
り
色
々
の
女
性
に
な
り
う
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
譬
喩
者
の
例
話
と
共
通
の
要
素
が
指
摘
で
き
る
。
又
、
大
天
が
主
張
す
る
五
事
の
「餘
所
誘
無
知
猶
豫
他
令
入
道
因
声
故
起
是
名
真
仏
教
」
の
内
、
煩
悩
の
漏
失
は
無
い
が
阿
羅
漢
も
夢
で
天
魔
に
蟯
せ
ら
れ
て
、
不
浄
の
漏
失
を
許
す
第
一
事
の
「余
に
誘
わ
る
」
は
、
思
想
的
に
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
理
解
す
る
犢
子
部
説
、
譬
喩
者
の
説
く
「
境
の
実
体
無
し
」
に
極
め
て
類
似
し
た
考
え
方
と
言
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
様
に
大
天
の
問
題
と
今
回
検
討
し
た
新
旧
両
毘
婆
沙
論
の
相
違
と
の
問
に
関
係
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ぽ
、
初
期
仏
教
解
明
の
さ
ら
に
大
き
な
問
題
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
」
の
書
誌
学
的
考
察
村
上
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『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
に
つ
い
て
、
現
在
様
々
な
書
誌
学
的
研
究
成
果
が
、
出
さ
れ
て
い
る
が
、
版
本
写
本
に
つ
い
て
、
注
釈
書
も
含
め
て
、
現
在
知
り
得
る
も
の
に
つ
い
て
、
実
際
現
物
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
実
証
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
一
四
巻
に
つ
い
て
、
最
も
新
し
い
研
究
成
果
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』
(
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
刊
)
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
〔
し
ゃ
く
じ
ょ
う
ど
ぐ
ん
ぎ
う
ん
た
ん
よ
う
き
〕
一
四
巻
。
1
(
中
略
)
i
版
本
に
寛
永
十
一
(
一
六
三
四
)
年
版
お
よ
び
同
二
一
年
版
が
あ
る
。
『
浄
全
』
6
所
収
(
初
版
明
治
四
二
年
刊
)
の
も
の
は
後
者
の
本
と
手
沢
の
善
本
を
校
合
し
、
再
版
本
で
は
さ
ら
に
大
鹿
愍
成
師
の
手
沢
本
と
再
度
校
勘
さ
れ
て
い
る
。
[
末
注
]
『
探
要
記
考
』
一
四
巻
(
正
大
・
谷
大
)
[
所
載
]
浄
全
6
。
[
参
考
]
浄
全
21
(解
題
)
、
浄
土
宗
典
籍
研
究
。
O
[
金
子
寛
哉
]
と
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
現
在
に
お
け
る
最
新
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
研
究
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
こ
に
お
い
て
、
版
本
は
寛
永
十
一
年
と
、
二
十
一
年
と
の
二
本
、
ま
た
、
末
書
に
つ
い
て
は
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
一
四
巻
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
に
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
(
昭
和
十
年
刊
)
に
よ
る
と
、
寛
永
二
刊
(
谷
大
、
宗
大
・
一
二
九
)
寛
永
二
一
刊
(
正
大
二
五
三
一
.
二
七
三
ー
二
七
②
四
)
(龍
大
、
二
〇
三
・
二
七
)
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
『
国
書
総
目
録
』
(
昭
和
五
十
二
年
刊
)
に
よ
る
と
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
十
四
巻
現
存
、
撰
者
道
忠
(
ー
弘
安
四
、
A
D
一
二
八
一
)
写
本
、
大
正
、
版
本
、
大
谷
、
京
大
、
早
大
、
大
正
、
東
洋
大
哲
学
堂
、
龍
大
、
逢
左
、
無
窮
③
平
沼
、
活
字
本
、
浄
土
宗
全
書
六
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
目
録
に
よ
る
と
、
写
本
が
大
正
大
学
に
あ
り
、
版
本
に
は
、
寛
永
十
一
年
刊
と
、
寛
永
二
十
一
年
刊
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
以
外
の
版
本
と
し
て
、
『
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢
書
中
浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』
の
中
に
は
、
④
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
十
四
巻
道
忠
宝
暦
十
三
吉
野
屋
権
兵
衛
刊
天
一
四
八
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
宝
暦
十
三
年
版
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
版
本
は
、
全
部
で
三
種
類
あ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ
る
と
0
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
十
四
巻
存
写
本
(
谷
大
、
宗
大
・
二
六
一
〇
)
と
記
さ
れ
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
⑥
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
号
十
四
巻
現
存
写
本
大
谷
と
記
さ
れ
、
大
谷
大
学
に
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
と
い
う
名
称
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
は
、
大
正
大
学
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
写
本
版
本
す
べ
て
実
物
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
実
在
の
確
認
を
し
て
み
た
い
。
ま
ず
大
正
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
写
本
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
閲
覧
力
ー
ド
に
は
、
確
か
に
「
写
本
群
疑
論
探
要
記
一
五
111
1
-
二
七
五
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
5
実
物
は
、
『
群
疑
論
探
要
記
巻
之
一
二
考
』
、
『群
疑
論
探
要
記
巻
三
四
之
考
』
、
『
群
疑
論
探
要
記
巻
五
六
七
之
考
』
、
『
群
疑
論
探
要
記
巻
八
九
十
之
考
』
、
『
群
疑
論
探
要
記
巻
十
一
十
二
十
三
十
四
之
考
』
と
い
う
五
冊
か
ら
な
る
も
の
で
、
内
容
は
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
引
用
経
論
の
典
0
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
、
『
国
書
総
目
録
』
に
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ
る
と
大
谷
大
学
に
現
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
正
大
学
に
も
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
大
正
大
学
に
現
存
す
る
と
い
う
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
写
本
は
、
存
在
せ
ず
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
の
写
本
の
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
正
大
学
図
書
館
に
は
、
写
本
で
、
『
探
要
記
考
⑧艸
』
と
い
う
末
書
も
現
存
し
、
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
と
、
内
容
は
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
、
冊
数
が
二
冊
に
ま
と
め
て
あ
る
こ
と
だ
け
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
正
大
学
に
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
と
『
探
要
記
考
艸
』
と
の
同
じ
内
容
を
も
つ
『釈
浄
土
群
疑
論
』
の
末
書
が
二
部
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
谷
大
学
所
蔵
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
⑨
大
谷
大
学
図
書
館
に
お
い
て
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
現
物
の
内
容
は
、
大
正
大
学
本
と
ま
っ
た
く
同
じ
写
本
で
、
冊
数
が
二
冊
に
ま
と
め
て
あ
る
こ
と
だ
け
が
相
違
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
考
』
は
、
大
正
大
学
と
、
大
谷
大
学
と
に
計
三
部
の
写
本
が
あ
り
、
筆
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
別
々
の
人
に
ょ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
や
『
国
書
総
目
録
』
の
記
述
に
大
正
大
学
本
二
部
の
も
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』
の
記
述
に
は
『探
要
記
考
艸
』
の
も
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
末
書
と
し
て
『
探
要
記
条
箇
』
一
巻
、
著
者
不
明
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
実
物
を
ま
だ
見
て
い
な
い
が
、
　
金
子
先
生
に
よ
る
と
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
の
項
目
見
出
し
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
版
本
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
寛
永
十
一
年
本
と
、
寛
永
二
十
一
年
本
と
、
宝
暦
十
三
年
本
と
の
三
種
類
が
目
録
の
上
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
寛
永
十
一
年
本
と
見
ら
れ
る
、
登
録
ナ
ン
バ
ー
「
宗
大
・
=
一九
-
一
四
」
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
刊
記
は
、
他
本
と
同
じ
て
寛
永
二
十
一
年
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
記
載
に
間
違
い
が
あ
っ
た
の
か
考
察
す
る
な
ら
ば
、
廿
一
と
い
う
文
字
が
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
廿
一
を
十
一
と
読
み
間
違
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
十
一
年
版
の
『釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
は
、
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
と
『
日
本
仏
教
典
籍
大
辞
典
』
と
の
記
述
は
、
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
次
に
宝
暦
十
三
年
本
に
つ
い
て
は
佛
教
大
学
図
書
館
書
庫
に
直
接
入
っ
て
調
査
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
天
一
四
八
と
い
う
版
本
は
、
実
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』
と
は
別
に
図
書
館
が
独
自
に
作
っ
た
天
性
寺
文
庫
目
録
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
』
十
四
巻
道
忠
述
寛
永
二
=
尽
都
吉
野
屋
権
兵
衛
刊
和
十
四
冊
二
六
⑪
糎
(
宝
暦
十
三
年
大
津
光
台
院
へ
西
村
了
順
寄
贈
の
印
あ
り
。
)
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
こ
の
版
本
は
、
寛
永
二
十
一
年
版
で
あ
り
、
誤
っ
て
、
括
弧
の
部
分
を
見
て
、
宝
暦
十
三
年
刊
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』
に
は
、
誤
っ
た
記
載
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
結
局
写
本
は
存
在
せ
ず
、
版
本
は
寛
永
二
十
一
年
版
一
種
類
の
み
し
か
現
実
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
大
正
大
学
の
大
谷
旭
雄
教
授
、
大
谷
大
学
の
一
色
順
心
先
生
、
ま
た
、
不
明
の
版
本
に
っ
い
て
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
、
佛
教
大
学
図
書
館
の
藤
堂
祐
亨
先
生
に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
註
①
『
日
本
仏
教
典
籍
大
事
典
』
二
二
八
頁
C
-
D
(
昭
和
六
十
一
年
刊
)
②
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
五
巻
一
七
頁
C
l
D
(
昭
和
十
年
刊
)
③
『
国
書
総
目
録
』
四
巻
二
〇
四
頁
D
(
昭
和
五
十
二
年
刊
)
④
佛
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢
書
中
浄
土
宗
学
関
係
書
籍
目
録
稿
』
三
九
頁
B
⑤
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
五
巻
一
七
頁
D
⑥
『
国
書
総
目
録
』
四
巻
二
〇
四
頁
D
⑦
表
題
の
下
に
察
道
と
い
う
記
名
が
あ
る
こ
と
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
記
名
か
ら
書
写
さ
れ
た
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
谷
教
授
の
説
に
よ
る
と
、
江
戸
後
期
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
⑧
大
正
大
学
図
書
館
登
録
2
。
°
15
3
1
-
2
7
9
-
5
⑨
大
谷
大
学
図
書
館
登
録
乞
9
内
宗
大
1
δ
。。
1
も。
⑩
金
子
寛
哉
「『
群
疑
論
』
の
註
釈
書
に
つ
い
て
」
(
『
坪
井
俊
映
博
士
頌
寿
記
念
仏
教
文
化
論
攷
』
三
六
九
頁
昭
和
五
十
九
年
刊
)
⑪
佛
教
大
学
図
書
館
天
性
寺
文
庫
目
録
